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今
．な
．ぜ
．橋
岡
・城
天
守
閣
．な
一の
か
γ

な
存
在

で
す
。
歴
史

・
文
化

の
生
き
た
教
材

で
も
あ

り
ま
す
。

全
国
有
数

の
大
城
下
町
で
あ
り
、
広
大
な
城
郭
が

残

っ
て
い
な
が
ら
、
市
民
に
存
在
感
が
希
薄
な

の
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
石
垣
は
立
派

に
残

っ
て
い
な
が

ら
、
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
建
物
が
な

い
た
め
で
し
ょ
う
。

ま
た
今

の
福
岡

に
は
来
訪
者
、
な
か
で
も
外
国
人
を

自
信
と
誇
り
を
持

っ
て
案
内
す
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
天
守
閣
を
再
建
す
れ
ば
、
市
民
や
観
光
客

の

●
如
水
の
構
想
で
福
岡
■
博
多
●
大
都
市
に

最
近
歴
史
ド
ラ

マ
に
よ
く
出
て
く
る
黒
田
如
水

（官

兵
衛
）
と
そ

の
子
長
政

の
手

で
、
福
岡
城
と
そ
の
城

下
町
が
、
丁
度
四
百
年
前
、
１
６
０
７
年

に
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
時

「福
岡
」
と

い
う
地
名
が
誕
生
し

ま
し
た
。
如
水
は
豊
臣
秀
吉

（太
閤
）

の
重
臣

で
し

た
が
、
「太
閤
町
割
り
」

の
博
多

の
商
人
町
と
、
城
下

町

の
武
士

・
町
民

の
融
合

。
一
体
化

で
発
展
を
目
指

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
伝
統
が
守
ら
れ
、
や
が
て
年

に

一
回
博
多
商
人

の

「松
ば
や
し
」
が
城
内

に
入
り
、

殿
様

に

「祝
言
」
を
言

い
、
芸

の
披
露
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
今

の

「博
多
ど
ん
た
く
」

の
ル
ー

ツ
で
す
。

如
水
は

一
時
キ
リ
シ
タ

ン
大
名

に
も
な
り
、
西
欧
文

明
や
海
外
貿
易

に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
「
ハ
カ
タ
」

の
名
前
が

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
度

々
出
ま
し
た
。
今
日

の
福
岡

・
博
多

一
体
で
、
商
業

・
行
政

の
中
核
都
市
、

国
際
都
市

の
源
は
、
如
水

の
構
想
と
町
民

・
武
士

の

協
力
で
始
ま

っ
た
と

い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

一
一
天
守
聞
は
言
も
今
も
‐都‐‐市
０
シ
ン
ボ
．ル
■
・

福
岡
城
は
勿
論
、
五
十
二
万
石
の
大
名

の
施
設

で

し
た
が
、
都
市
を
管
理
す

る
政
治
施
設

で
も
あ
り
、

そ
こ
に
つ
く
ら
れ
た
天
守
閣
は
博
多

・
福
岡
を
含
め

た
都
市

の
象
徴

で
し
た
。
町
民
生
活

に
も
旅
人

の
眺

望
に
も
大
き
な
存
在
感
が
あ

っ
た
は
ず
で
す
。

今
も
福
岡
城
は
古
代
の
迎
賓
館

「鴻
臆
館
員
８
４
２

年

の
記
録

に
そ
の
名
が
で
て
い
ま
す
）
と
も
重
な
り

合

っ
て
、
国
指
定

の
史
跡
と
な
り
、
実

に
４８
万
２ｍ
と

い
う
広
大
な
城
郭
が
残

っ
て
い
ま
す
。
都
心
に
あ
る

「歴
史
」
と

「自
然
」
を
味
わ
え
る
市
民
の
オ
ア
シ
ス

で
も
あ
り
、
災
害
時
等

の
避
難
場
所
と
し
て
も
貴
重

■
〓
■
■
〓
一〓

理
事
長

石
井
　
幸
孝

意
識
は

一
変
す

る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
福
岡
城

の

観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
れ
ば
、
歴
史

・
由

緒

の
多

い
博
多
地
区
や
賑

や
か
な
商
業

ス
ポ

ッ
ト
と

相
乗
作
用

で
、
観
光
都
市
と
し
て
も

一
層
活
気
を
呈

す
る
で
し
ょ
う
。

一
●
●
‐‐天ｉ
■
‐再‐ｔ
ｔ
‐同―‐‐ナ
で
つ
≡
■
一
一
一

今
年
は
築
城
４
０
０
年

で
、
天
守
閣
再
建

の
市
民

の
声
も
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
天
守
閣
は

「あ

っ
た
」

「な
か

っ
た
」

の
議
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近

で
は
十
数
年
間
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が

強
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
天
守
台

の
石
垣

・
礎

石
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
四
層
天
守
閣

の
想
定
図
面
も

す

で
に
で
き
て
い
ま
す
。
文
化
財
保
護
法

で
い
う
物

的
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
史
跡
を
活
か
す
た
め

に

も
、
弾
力
的
解
釈
と

い
う
発
想

の
転
換

で
、
再
建
し

て
も

い
い
の
で
は
な

い
か
と

い
う
意
見
も
多
く
な

っ

て
い
ま
す
。

「史
跡
」
も
今

の
市
民
が

「活
用
」
し
て

こ
そ
、
未
来

へ
の

「保
存
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。

本
格
的
木
造
建
築

で
工
事
費
５０
億
円
と
想
定
さ
れ

て

い
ま
す
。
国
、
地
方

の
財
政
事
情

か
ら
見
れ
ば
、

決
し
て
安

い
費
額

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域

・
市

民

に
及
ぼ
す
波
及
効
果
を
考
え
れ
ば
有
益
な
資
金

の

使

い
方
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

進
む
か
否
か
は
多
く

の
市
民

の
盛
り
上
が
り
と
、
さ

さ
や
か
で
も
浄
財

の
拠
出

の
動
き
が
始
ま
る
か
ど
う

か
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。

大
勢

の
市
民

の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら

い
、

福
岡

・
博
多

の
歴
史

。
文
化
を
学
び

つ
つ
、

こ
の
天

守
閣
再
建
運
動

に
参
加
し
、
意
見

・
提
言
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

福岡城復元予想図 :写真提供 長谷川賢輔氏
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の姿は福岡城に始まります !!
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気

ドMP申鶴②攀う
蝙圃錢どんにく雉鮨偽』
プログラム (抜 枠 )‐―‐・・・・・・‐‐―‐‐

5月 8闘
●鏡開き

●筑前今様  二川流
●筑前琵琶  福岡旭会社中
●曰韓親善交流 NPO国際交流カヤ舞楽団
●コスモスじろ長どんたく隊

●中津市黒田武士の会どんたく隊

●赤坂ル・アンジェ教会ゴスペルワイヤー

他 50団体の演技披露

5月 4臨
●黒田御当主歓迎式典

長唄どんたく 筑前今様黒田節・三番斐
●舞台開き神事 光雲神社神富により
●古武道披露 黒田藩柳生新影柳′ら会
●どんたく行進曲と踊り振付

●博多松囃子 三福神並びに稚児流参上
●福岡市消防団 「太鼓纏振り」
●博多仁rll加 (子供仁不0カ ])

他 40団体の演技披露
―‐■‐‐‐■どんたく舞台納め行事 ‐‐・・‐―‐

●博多古民謡 博多那能津会
●長D貝 祝い0貝
●福岡藩 陽流抱え大筒 (県 .市民俗文化財)
●閉会 博多祝いうた 手1本

広々とした福岡城西三の丸芝生広場に

舞台を設け約 100団体余のお祝いを
受けます

財
ィ一が
， 一

鍾
讐言:1習悪冨

今ある博多どんたくの祝いの祭ネt

福岡市営地下鉄 大濠公国駅

錬鮭:%/」

瀬
９

鴻腹館・福岡城顕
←西新
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―
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福岡城の四李
|       〕蒲 事

晰‐夏の人嫁の■人■ |‐||
辟編‐豪||||||■ 1産良あまち|う

ハ ナ シ ョ ウ ブ

ハ ス の 花

ア ジ サ イ

城 の石 垣 とウメ

ニ の丸梅 園 は

す ば ら しい景観 で す

鰈 黒 田藩 の勉 強会

★端城 め ぐ リバス ツアー

■
■

■
●

:

|

鴻
膿
館
は
古
代
の
大
和
朝
廷
の
迎
賓
館
、
そ
し
て
富
営
の
貿
易
商
館
で
し
た
。
九
州
の

総
監
府
だ
っ
た
太
宰
府
に
所
属
し
て
い
て
、
中
国
の
唐
や
宋
、
朝
鮮
の
新
羅
か
ら
の
使
節

や
渡
来
人
の
接
待
を
行
い
、
そ
し
て
前
後
十
七
沢
に
わ
た
っ
た
遣
唐
使
や
、
遣
新
羅
使
を

送
り
だ
す
客
館
で
し
た
。
（七
世
紀
～
十

一
世
紀
）

福
岡
城
は
、
黒
田
如
水
　
長
政
親
子
が
慶
長
六
年

（
一
六
〇

一
年
）
か
ら
慶
長
十
二
年

ま
で
七
年
間
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
も
の
で
、
築
城
四
百
年
の
記
念
す
べ
き
時
を
迎

え
て
い
ま
す
。

別
名
舞
鶴
城
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
福
岡
城
は
、
豊
臣
秀
吉
の
文
禄
　
慶
長
の
役
に
お
け

る
韓
国
　
晋
州
城
を
も
参
考
に
し
た
、
重
厚
堅
固
な
城
で
、
築
城
の
名
手
加
藤
清
正
を
し

て
感
嘆
せ
し
め
た
城
で
す
。

明
治
以
降
、
筑
前
竹
槍

一
揆
で
県
庁
移
転
後
、
陸
軍
第
二
十
四
連
隊
の
駐
屯
に
よ
つ
て

城
郭
が
変
わ
り
、
昭
和
二
十
年
戦
人
に
よ
つ
て
焼
か
れ
、
戦
後
第
三
□
国
民
体
育
大
会
の

折
「平
和
台
」と
し
て
市
に
移
管
さ
れ
、昭
利
三
十
二
年
国
の
史
跡
指
定
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
城
は
四
十
八
万
三
千
ｒ
、
四
十
七
の
櫓
を
偲
ぶ
侍
ま
い
で
す
。
隣
の
大
濠
公
園
と
と

も
に
、
重
要
な
観
光
奮
一源
で
あ
り
、
市
民
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
会

（正
式
名
称
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「鴻
幅
館

福
岡
城
跡
歴
史
・観
光
上
巾
民
の
会
し

は
、

福
岡
城
と
鴻
膿
館
を
整
備
　
活
用
し
よ
う
と
い
う
趣
昌
の
市
民
の
会
で
す
が
、
発
足
か
ら

満
２
年
経
ち
ま
し
た
。
「ど
ん
た
く
」
舞
台
や

「観
月
の
宴
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
勉
強

会
や
歴
史
ツ
ア
ー
の
開
催
、
福
岡
城
整
備
に
向
け
て
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

本
年
は
天
守
閣
再
建
に
向
け
で
、
一
層
積
極
的
な
活
動
を
始
め
ま
す
。
楽
し
み
、学
び
つ
つ
、

市
民
の
夢
作
り
の
運
動
の
、核
に
な
る
当
会
会
員
は
現
在
、個
人
、法
人
含
め
約
３
０
０
名

で
す
が
、多
数
の
皆
様
に
会
員
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
、
天
守
閣
再
建
に
お
力
や
お
知
恵
を

貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。皆
様
の
こ
入
会
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
‥
　
正
会
員

（個
人
）
　

１
□
　
　
１
０
一
〇
〇
〇
円
／
年

正
会
員

（団
体
）
・　
１
□
　
　
３
０
′
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
／
年

一
般
会
員

（個
人
）

１
□
　
　
　
３
′
○
○
○
円
／
年

一
般
会
員

（団
体
）

１
□
　
　
１
０
′
○
○
○
円
／
年

総
会
議
決
権
の
あ
る
正
会
員
の
ほ
か
に
、
こ
支
援
の
会
員
と
し
て

一
般
会
員
を
設
け
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

お
問
合
わ
せ
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
岡
城
市
民
の
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

‥
０
９
２
１

７
１
６
１

８
２
３
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

１
０
９
２
１

７
１
６
１

８
２
５
４

一一̈
赫̈呻疇味れ嗜

多間櫓祈念櫓潮見櫓


